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肥薩線肥薩線（吉松・隼人間）（吉松・隼人間）  
本年６月末の復旧へ本年６月末の復旧へ

　湧水町議会，町区長会及び町商工会
の３者で九州旅客鉄道株式会社鹿児島
支社を訪問して，肥薩線の早期復旧を
求める要望書を提出しました。

（左から４人目）九州旅客鉄道株式会社鹿児島支社　宮﨑副支社長／（上段）歩道橋（中津川）の横断幕



肥
薩
線（
吉
松
・
隼
人
間
）の
早
期
復
旧
を
求
め
る
要
望
活
動

　

湧
水
町
議
会
は
、
11
月
28
日
に
召
集

さ
れ
た
町
議
会
第
４
回
定
例
会
に
お

い
て
、
町
内
２
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た

J
R
肥
薩
線
の
早
期
復
旧
等
を
求
め
る

陳
情
２
件
を
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
採

択
し
ま
し
た
。
現
在
の
状
況
が
長
期
化

す
れ
ば
、地
域
経
済
の
停
滞
、福
祉
サ
ー

ビ
ス
へ
の
影
響
、
さ
ら
に
は
学
生
が
い

る
世
帯
の
町
外
流
出
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
一
刻
も
早
い
復
旧
を
国
や
県
に

求
め
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

◎
12
月
８
日
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
鹿

児
島
支
社
を
訪
問
し
、
肥
薩
線
早
期
復
旧
等

の
要
望
書
３
項
目
を
提
出
し
ま
し
た
。

（
本
表
紙
の
写
真
：　

同
社
宮
﨑
副
支
社
長
へ

の
要
望
書
手
交
の
状
況
を
掲
載
し
ま
し
た
。）

◎
12
月
12
日
、
鹿
児
島
県
庁
を
訪
問
し
、
町

議
会
定
例
会
（
発
委
第
２
号
で
可
決
し
た
肥

薩
線
早
期
復
旧
に
係
る
意
見
書
３
項
目
を
県

知
事
（
代
理
者
：
鹿
児
島
県
総
合
政
策
部
地

域
政
策
総
括
監
の
竹
内
氏
）
へ
提
出
し
ま
し

た
。

◎
12
月
12
日
、
鹿
児
島
県
議
会
を
訪
問
し
、

肥
薩
線
早
期
復
旧
等
の
要
望
書
１
項
目
を
日

高
県
議
会
議
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
１
月
22
日
、
湧
水
町
議
会
は
、

池
上
町
長
と
と
も
に
総
務
省
（
総
務
事
務
次

官
：
原
邦
彰
氏
（
写
真
中
央
））
を
訪
問
し
、

本
町
が
実
施
し
て
い
る
「
高
校
生
等
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
事
業
」
へ
の
財
政
支
援
を
求
め

ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
か
ら
の
肥
薩
線（
吉
松
・
隼
人
間
）

の
運
休
に
伴
い
、
本
町
は
町
内
在
住
の
高
校

生
を
対
象
に
通
学
支
援
の
た
め
の
代
替
バ
ス

事
業
を
令
和
７
年
11
月
４
日
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
は
、
令
和
７
年
度
で

約
１
千
７
百
万
円
の
費
用
が
か
か
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
議
会
・
町
区
長
会
・
町
商
工
会
の
３
者
で

意
見
書
・
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た

国（
総
務
省
）に
財
政
支
援
を
求
め
ま
し
た

地
方
自
治
法
第
99
条
に
基
づ
き
、
国
（
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
者
）
と
県
知
事

に
提
出
し
た
意
見
書
の
概
要

◎
被
災
路
線
の
復
旧
に
は
多
大
な
る
費
用
と
時
間
が
見
込
ま
れ
る
が
、
本
町
に

お
け
る
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
吉
松
駅
と
隼
人
駅
間
の
重
要
性
、
そ
し
て
住
民
生
活
へ

の
大
き
な
影
響
を
踏
ま
え
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
、
一
日
で
も

早
い
復
旧
へ
の
取
り
組
み
を
要
請
す
る
こ
と

◎
こ
の
路
線
の
復
旧
に
対
す
る
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
へ
の
財
政
支
援
を
関

係
機
関
が
一
体
と
な
り
、
強
力
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

◎
肥
薩
線
（
吉
松
・
隼
人
間
）
復
旧
後
も
住
民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
、
安
定
的
な
運
行
体
制
の
確
保
を
要
請
す

る
こ
と

（
写
真
）
右
　
：
久
留
須
議
長

　
　
　
　
中
央
：
原
総
務
事
務
次
官

　
　
　
　
左
　
：
池
上
町
長

（左から4人目）日高県議会議長
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第４回 定例会の主な補正予算

　農地の集積に取り組んだ地
区に交付する補助金で，当初
予定していた面積から拡大し
たことによる追加計上

667万円

農地中間管理事業
補助金

　令和８年４月からの法改正
（共同親権関係）に伴う戸籍情
報システム改修の経費を計上

240万円

システム改修業務
委託料

　幸田地区及び停車場地区の
国有分収林の立木売払収入交
付金の追加計上

2,862万円

分収林立木売払収入
交付金

８５億614万５千円に

一般会計補正予算（８号）（９号）
２億1857万９千円を追加

第４回 定例会

　第４回定例会が，１１月２８日から１２月１９日までの２２日間の会期で開催されました。
　本定例会では，財産の取得や吉松物産館等の管理運営に関する指定管理者の指定に関する議
案２件のほか，定住促進住宅等を設置するための湧水町定住促進住宅の設置及び管理に関する
条例ほか３件の新条例の制定，将来にわたり安全な水道水を安定して供給する等の理由により
水道料金等の額を改定するための町条例の一部改正ほか６件，ふるさと納税による寄附額が３
億円増える見込みであることから返礼品等（報償費）の増額を含む一般会計補正予算及び各特
別会計の補正予算計９件が提案され，それぞれ原案のとおり可決しました。
　一般質問では，議員３名が７項目について質問しました。なお，各議案の採決結果について
は，P６からP７のとおりです。
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　令和７年度湧水町一般会計補正予算（第８号）は、それぞれの常任委員会に分割付託され、
審査の中で質疑のあった主なものについて掲載します。

　両常任委員会ともに審査した議案第73号「令和７年度湧水町一般会計補正予算（第８号）」は、
委員会での審査の際に討論に付しましたが討論なく、採決の結果、全会一致で原案のとおり可
決すべきものと決定いたしました。

町
内
老
人
ク
ラ
ブ
の
単
組
団
体

数
・
会
員
数
が
減
っ
て
い
る
が
、

行
政
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

本
年
４
単
組
が
減
少
し
ま
し
た
。

役
員
の
成
り
手
不
足
や
会
員
数
が

少
な
く
な
り
、
役
員
が
回
っ
て
く
る
の
が
早

い
等
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
組
織
活
動
の
継
続
が
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

敬
老
祝
金
の
支
給
実
績
に
伴
う
予

算
減
額
が
大
き
い
理
由
は
な
ぜ

か
。

当
初
予
算
の
時
点
で
１
千
７
百
名

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
支
給
し
た

実
績
で
は
、
１
千
５
百
90
名
の
支
給
と
な
り

ま
し
た
。

築
年
数
の
古
い
公
営
住
宅
等
に
対

し
て
退
去
さ
れ
た
あ
と
に
入
居
募

集
を
行
わ
ず
、
解
体
し
て
跡
地
を
活
用
す
る

こ
と
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

昭
和
50
年
前
後
に
建
て
ら
れ
た
も

の
も
あ
り
、
１
室
の
修
繕
費
が
40

か
ら
50
万
円
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
入
居
者
退
去
後
は
、
政
策
空
家
と

し
て
入
居
受
付
を
し
て
い
な
い
住
宅
も
あ
り

ま
す
。

農
業
振
興
費
の
経
営
開
始
資
金
補

助
金
に
つ
い
て
、
経
営
を
開
始
さ

れ
た
６
名
の
主
要
作
物
等
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

畜
産
が
１
人
、
野
菜
が
２
人
、
水

稲
が
２
人
、
ネ
ギ
と
水
稲
が
１
人

で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
納
税

額
に
対
す
る
報
償
費
等
経
費
の
割

合
が
制
限
さ
れ
る
動
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
に

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
つ
も
り
か
。

魅
力
的
な
返
礼
品
の
開
発
や
返
礼

率
の
維
持
向
上
に
よ
り
納
税
額
の

増
加
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

建
設
課
の
建
設
作
業
班
は
、
町
内

各
地
区
か
ら
の
支
援
要
望
に
十
分

対
応
で
き
て
い
る
か
。

十
分
対
応
で
き
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

河
川
整
備
に
つ
い
て
、
か
わ
ま
ち

づ
く
り
で
実
施
中
の
事
業
及
び
今

後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
は
あ
る
の
か
。

現
在
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り
で
実
施

中
の
事
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
後
、

轟
の
瀬
の
右
岸
を
整
備
す
る
計
画
が
あ
り
ま

す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
拠
点

に
な
っ
て
い
る
停
車
場
地
区
の
家

屋
「
キ
テ
キ
ん
ち
」
は
、
危
険
家
屋
に
該
当

し
な
い
か
。当

該
家
屋
の
後
ろ
半
分
が
雨
漏
り

等
で
使
用
で
き
な
い
状
態
で
す

が
、
倒
壊
等
の
お
そ
れ
は
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
当
分
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
拠
点
と
し
て
使
用
す
る
予
定
で
す
。

幸
田
小
学
校
で
実
施
し
て
い
る
山

村
留
学
の
里
親
は
何
名
い
る
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
里
親
留
学
は
あ
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
令
和
７
年
４
月

か
ら
２
世
帯
３
名
、
11
月
か
ら
新
た
に
１
世

帯
１
名
の
家
族
留
学
生
が
お
り
ま
す
。

吉
松
中
央
公
民
館
の
２
階
ホ
ー
ル

は
ス
リ
ッ
パ
も
履
い
て
は
い
け
な

い
規
則
に
な
っ
て
い
る
が
、
禁
止
し
て
い
る

理
由
は
何
か
。

２
階
ホ
ー
ル
は
、
タ
イ
ル
カ
ー

ペ
ッ
ト
敷
で
あ
り
、
ス
リ
ッ
パ
に

付
着
し
て
い
る
砂
な
ど
を
ホ
ー
ル
に
持
ち
込

ま
せ
な
い
た
め
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
リ
ッ
パ
が
砂
等
を
持
ち
込
む
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
ス
リ
ッ
パ
禁

止
は
見
直
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会
質
疑

 

委
員
長
　
成
相
　
大

経
済
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

 

委
員
長
　
中
村
　
和
博

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

意
　
見

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

執
行
部

執
行
部

執
行
部

執
行
部

執
行
部

執
行
部

執
行
部

執
行
部

執
行
部

執
行
部
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議会の
傍聴にお越しください。議会の
傍聴にお越しください。

議案第６５号　湧水町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の制定を総務民生常任委員会で審査しました。
　湧水町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定が提案されま
した。これは子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律の施行による児童福祉法の一部
改正に伴い，乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を，内閣府令の基準どおり定
めたいため，本条例を制定しようとするものです。
　本件に対し，議員から「今後開始される事業に対して，町民への周知はどのようにしてい
くのか。」との質疑があり，執行部からは，「乳幼児健診やこども家庭センター，公式SNSな
どで情報を提供していきたい。」との答弁がありました。また，議員から「この制度を利用し
て保護者の都合で利用することになった場合はどのような対応になるのか。」との質疑があり，
「保護者都合の場合の利用については，一時預かり事業で対応します。今回のこども誰でも通
園制度は，子どもの立場にたって，年齢の近い子どもとの関わりや家族だけでは得られない
さまざまな経験をさせたい等の趣旨の事業内容となっています。」との答弁がありました。
　本案は，１２月１９日の本会議において，全会一致で可決されました。

議案第６９号　湧水町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定を経
済文教常任委員会で審査しました。

　湧水町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定が提案されました。これは，水道事
業の健全な経営基盤を構築し，将来にわたり安全な水道水を安定して供給するとともに，老
朽施設の更新等を計画的に進める上で必要な財源を確保することを目的として水道料金等の
額を改定するため，所要の改正をしようとするものです。今回の料金改定は，基本料金は 300
円，従量料金は１立方メートルあたり４０円を３年かけて段階的に引き上げるとともに，住
宅建築等に伴う水道管新設に係る給水負担金を新たに徴収するものです。
　本件に対し，議員から「今回の改定で水道料金を３年かけて段階的に引き上げることにし
た理由は何か。」との質疑があり，執行部からは，「急激な住民負担の抑制を図るためです。」
との答弁がありました。また，議員から「この料金改定による収益改善により，これからの
老朽管更新等の事業実施環境は改善されるのか。」との質疑があり，「今後１０年間は，現在
の年７千万円程度の事業規模を維持しつつ基金を積み立て，それ以降の事業量の増加に備え
ることになります。」との答弁がありました。その他にも議員から「新たに給水負担金を徴収
する規定を設けているが，毎年の給水負担金徴収額はどれくらいを見積もっているか。」との
質疑があり，「年平均３０件ほどの新設工事があり，年間７５万円程度の徴収を見積もってい
ます。」との答弁がありました。
　本案は，１２月１９日の本会議において，全会一致で可決されました。

条例制定（改正）の審査内容（第４回定例会）条例制定（改正）の審査内容（第４回定例会）
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こんなことが決まりました

議　　案 提案理由等 議決結果

議　案
第61号

令和７年度湧水町一般会
計補正予算（第７号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１７７６
万８千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳
出それぞれ８２億８７５６万６千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議　　案 提案理由等 議決結果

議　案
第62号 財産の取得について

令和７年度学校情報機器購入事業による児童生徒
用タブレット端末を，鹿児島県教育委員会による
企画提案競技及び審査により選定された業者から
取得したいため，議会の議決を求めるもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第63号

湧水町吉松物産館の管理
運営に関する指定管理者
の指定について

湧水町吉松物産館の指定管理者を指定することに
ついて，議会の議決を求めるもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第64号

湧水町栗野岳ログ・キャ
ンプ村の管理運営に関す
る指定管理者の指定につ
いて

湧水町栗野岳ログ・キャンプ村の指定管理者
を 指 定 す る こ と に つ い て， 議 会 の 議 決 を 求 
めるもの

原案
可決

賛成
多数

議　案
第65号

湧水町乳児等通園支援事
業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の制
定について

子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律の
施行による児童福祉法の一部改正に伴い，乳児等
通園支援事業の設備及び運営に関する基準を，内
閣府令の基準どおり定めたいため，本条例を制定
しようとするもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第66号

湧水町定住促進住宅の設
置及び管理に関する条例
の制定について

地方自治法第 244 条の２第１項の規定に基づき，
湧水町定住促進住宅を設置したいため，本条例を
制定しようとするもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第67号

湧水町お試し住宅の設置
及び管理に関する条例の
制定について

地方自治法第 244 条の２第１項の規定に基づき，
湧水町お試し住宅を設置したいため，本条例を制
定しようとするもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第68号

湧水町中間管理住宅の設
置及び管理に関する条例
の制定について

地方自治法第 244 条の２第１項の規定に基づき，
湧水町中間管理住宅を設置したいため，本条例を
制定しようとするもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第69号

湧水町水道事業給水条例
の一部を改正する条例の
制定について

水道事業の健全な経営基盤を構築し，将来にわた
り安全な水道水を安定して供給するとともに，老
朽施設の更新等を計画的に進める上で必要な財源
を確保することを目的として水道料金等の額を改
定するため，所要の改正をしようとするもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第70号

湧水町消防団の設置等に
関する条例の一部を改正
する条例の制定について

消防団員の加入促進を図ることを目的に，所要の
改正をしようとするもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第71号

湧水町放課後児童健全育
成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の
制定について

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準が改正され，国家戦略特別区域法に基づく国
家戦略特別区域内に限り認められている地域限定
保育士制度を一般制度化する改正がなされたこと
から，本条例の一部を改正する必要が生じたため，
所要の改正をしようとするもの

原案
可決

全会
一致

令和７年第４回臨時会 （令和7年10月29日開会）

（令和7年11月28日開会）令和７年第４回定例会
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議　案
第72号

湧水町行政手続における
特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関す
る法律に基づく個人番号
の利用に関する条例の一
部を改正する条例の制定
について

地方公共団体情報システムの標準化に関する法律
に基づき，本町の基幹業務システムを国が定める
標準準拠システムへ移行するにあたり，住登外者
の宛名番号を付番・管理する「住登外者宛名番号
管理機能」が実装され，本機能を運用するために
は本条例に規定する必要があることから，所要の
改正をしようとするもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第73号

令和７年度湧水町一般会
計補正予算（第８号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億８２
９４万９千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ８４億７０５１万５千円とするも
の

原案
可決

全会
一致

議　案
第74号

令和７年度湧水町国民健
康保険事業特別会計補正
予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１６６５
万９千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳
出それぞれ１３億８３０万円とするもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第75号

令和７年度湧水町介護保
険事業特別会計補正予算
（第３号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２５４３
万７千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳
出それぞれ１３億１５７３万５千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第76号

令和７年度湧水町後期高
齢者医療事業特別会計補
正予算（第３号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２万８千
円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ
ぞれ１億９６３３万１千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第77号

令和７年度湧水町水道事
業 会 計 補 正 予 算 （ 第 １
号）

令和７年度湧水町水道事業会計予算第４条に定め
た資本的収入及び資本的支出の予定額を補正（△
１５０万円）するもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第78号

湧水町長等の給与等に関
する条例の一部を改正す
る条例の制定について

人事院勧告に準じ，特別職の国家公務員等の期末
手当の支給月数が改正されたことに伴い，町長等
においてもこれに準じて所要の改正をしようとす
るもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第79号

湧水町職員の給与に関す
る条例の一部を改正する
条例の制定について

人事院勧告に基づき，国家公務員の月例給，期
末・ 勤 勉 手 当 の 支 給 月 数 の 改 正 及 び 通 勤 手
当 の 見 直 し 等 が さ れ た こ と に 伴 い， 本 町 職
員においてもこれに準じて所要の改正をしよ 
うとするもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第80号

湧水町議会議員の議員報
酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する
条例の制定について

人事院勧告に準じ，特別職の国家公務員等の期末
手当の支給月数が改正されたことに伴い，議会議
員においてもこれに準じて所要の改正をしようと
するもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第81号

令和７年度湧水町一般会
計補正予算（第９号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３５６３
万円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ８５億６１４万５千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第82号

令和７年度湧水町国民健
康保険事業特別会計補正
予算（第３号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４４万円
を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ
れ１３億８７４万円とするもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第83号

令和７年度湧水町介護保
険事業特別会計補正予算
（第４号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７０万３
千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ１３億１６４３万８千円とするもの

原案
可決

全会
一致

議　案
第84号

令和７年度湧水町水道事
業 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２
号）

令和７年度湧水町水道事業会計予算第３条に定め
た収益的支出の予定額を補正（４９万３千円）す
るもの

原案
可決

全会
一致
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町政を問う町政を問う 3 人が質問

中村　和博 議員

井上　順二 議員

中原　和見 議員

１．肥薩線の早期復旧に向けた取組みについて
２．過去の質問のその後について

１．交流人口の実情と将来について
２．移住定住の対象者について

１．町有林及び民有林の状況について
２．本町の職員及び学校教職員等へのクレーム対策と現状について
３．町職員の魅力ある職場づくりについて

P 9

P10

P11

◆◆一 般 質 問一 般 質 問
目 次目 次 ◆◆

ここが知りたい !!

 　ここが聞きたい !!
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山
線
と
隼
人
方
面

の
復
旧
に
関
す
る
取

組
み
方
の
基
本
方
針
を
伺
う
。

山
線
に
つ
い
て
は

復
旧
後
の
利
用
促
進

策
や
費
用
負
担
の
問
題
な
ど
本

町
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課

題
も
あ
り
関
係
の
三
県
や
沿
線

自
治
体
と
連
携
協
力
し
て
取
り

一 般 質 問

組
む
。
隼
人
方
面
に
つ
い
て
は

県
や
霧
島
市
と
連
携
し
早
期
復

旧
を
目
指
す
。隼

人
方
面
に
つ
い

て
は
年
末
年
始
や
春

休
み
期
間
の
バ
ス
便
の
充
実
も

課
題
で
は
な
い
か
。

利
用
者
や
保
護
者

等
の
意
見
要
望
を
聞

き
な
が
ら
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

鹿
児
島
、
熊
本
、

宮
崎
三
県
に
よ
る
協

議
や
こ
れ
に
Ｊ
Ｒ
九
州
を
加
え

た
協
議
の
準
備
状
況
は
。

未
だ
こ
れ
ら
の
協

議
体
は
設
置
さ
れ
て

い
な
い
。

鹿
児
島
県
と
の
連

携
協
調
の
状
況
は
。

上
下
分
離
方
式
に

対
す
る
考
え
等
に
つ

い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
る
な

ど
連
携
し
て
い
る
。

利
用
促
進
に
加
え

早
期
復
旧
に
関
す
る

機
運
醸
成
に
つ
い
て
地
域
住
民

に
期
待
す
る
こ
と
は
。

吉
松
駅
を
は
じ
め

沿
線
各
駅
で
花
壇
の

整
備
や
清
掃
活
動
等
を
実
施
し

て
も
ら
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
活
動
に
よ
り
沿
線
住
民
の
復

旧
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を

示
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

中村　和博 議員
肥薩線復旧に住民への期待は

利用の促進と機運の醸成を

児
童
生
徒
数
が
十

人
以
下
に
な
り
学
校

活
動
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に

は
統
合
に
つ
い
て
の
検
討
が
必

要
に
な
る
。

吉
松
地
域
で
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
に
関
す

る
検
討
状
況
を
伺
う
。

各
実
行
委
員
会
等

で
検
討
し
て
頂
き
ま

し
た
が
、
様
々
な
要
因
に
よ
り

実
施
に
至
っ
て
い
な
い
。

町
長
の
適
切
な
指

導
と
優
秀
な
皆
さ
ん

が
揃
っ
て
い
る
商
工
観
光
Ｐ
Ｒ

課
、
生
涯
学
習
課
、
産
業
振
興

課
、
地
域
総
務
課
等
関
係
課
の

連
携
協
力
が
あ
れ
ば
来
年
度
に

も
何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
が

実
現
で
き
る
の
で
は
。

町
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
実
行
委
員

長
は
私
で
す
が
強
制
は
で
き
な

い
の
で
、
企
画
内
容
に
関
す
る

課
題
の
解
決
策
を
検
討
し
実
行

委
員
会
に
提
案
し
な
が
ら
理
解

を
求
め
て
い
き
た
い
。

耐
震
強
度
調
査
の

必
要
性
は
理
解
し
て

い
る
が
経
費
等
の
関
係
で
実
施

で
き
て
い
な
い
。

調
査
費
は
試
算
し

て
な
い
の
に
経
費
等

の
関
係
で
実
施
で
き
て
い
な
い

と
い
う
今
の
答
弁
は
納
得
で
き

な
い
。
と
り
あ
え
ず
耐
震
強
度

の
調
査
を
実
施
し
て
も
ら
い
た

い
。

小
中
学
校
の
適
正

規
模
に
関
す
る
検
討

状
況
を
伺
う
。昨

年
度
、
今
年
度

と
も
各
学
校
か
ら
は

意
見
や
要
望
等
は
出
て
い
な
い
。

総
合
教
育
会
議
に

お
け
る
議
論
は
。

教
育
委
員
か
ら
現

時
点
で
統
合
は
考
え

ず
小
規
模
校
の
良
さ
を
生
か
し

な
が
ら
小
中
学
校
を
存
続
さ
せ

る
こ
と
が
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

私
た
ち
が
目
指
す

べ
き
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
と
し
て
小
中
学
校
の

適
正
規
模
は
。

停
車
場
地
区
の
み

な
さ
ん
が
数
年
来
山

線
の
早
期
復
旧
を
願
っ
て
手
作

り
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
き

て
お
り
来
春
に
は
隼
人
方
面
を

含
め
た
肥
薩
線
の
早
期
復
旧
を

願
う
イ
ベ
ン
ト
を
地
区
公
民
館

移
転
に
合
わ
せ
計
画
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
す
る
支
援
も
必

要
で
は
。

で
き
る
限
り
の
企

画
を
含
め
た
支
援
を

し
て
い
き
た
い
。

耐
震
強
度
調
査
の

実
施
に
関
す
る
検
討

状
況
を
伺
う
。費

用
等
が
高
額
に

な
り
検
討
は
し
て
い

な
い
。

改
修
工
事
で
は
な

く
耐
震
強
度
調
査
の

試
算
は
あ
る
の
か
。

耐
震
強
度
調
査
の

試
算
は
し
て
い
な
い
。

耐
震
強
度
調
査
費

用
を
試
算
し
て
い
な

い
と
い
う
の
は
極
め
て
遺
憾
で

あ
る
。
耐
震
強
度
調
査
の
結
果

に
基
づ
い
た
対
処
計
画
を
準
備

し
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

町
長

問

問問問

問問

問

問問問 問

問問問 町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

意
見

町
長

肥
薩
線
の
早
期
復
旧
に
向

け
た
取
組
み
に
つ
い
て

吉
松
体
育
館
吊
り
天
井
の

耐
震
強
度
調
査
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
適
正
規
模

に
つ
い
て

吉
松
地
域
で
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
つ
い
て
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町
長
は
尽
力
さ
れ

て
い
る
と
思
う
が
、

町
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の

参
加
人
数
の
把
握
方
法
と
、
そ

の
推
移
を
伺
う
。

参
加
人
数
の
把
握

は
、
会
場
内
で
配
布

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ア
ン
ケ

ー
ト
の
配
布
状
況
及
び
出
店
者

の
売
り
上
げ
状
況
や
体
験
ブ
ー

ス
等
の
参
加
者
数
に
加
え
、
隣

接
す
る
関
連
施
設
の
来
場
者
数

等
を
勘
案
し
、
把
握
し
て
い

ま
す
。
町
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
規
制
が

緩
和
さ
れ
た
、
令
和
４
年
度
か

ら
再
開
し
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
等

の
見
直
し
を
行
い
実
施
し
て
お

り
、
概
ね
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

新
た
に
観
光
施
設

を
造
る
計
画
が
あ
る

か
伺
う
。

現
在
、
新
た
な
観

光
施
設
を
造
る
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
既
存
の
観

光
施
設
の
再
開
発
の
検
討
や
改

修
を
実
施
中
で
、
再
開
発
や
改

修
に
あ
た
っ
て
は
、
国
・
県
の

補
助
事
業
や
民
間
資
金
の
活
用

を
研
究
し
ま
す
。

民
間
の
宿
泊
施
設

の
誘
致
に
支
援
を
行

う
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

本
町
の
宿
泊
施
設

が
少
な
い
こ
と
は
、

十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
栗
野
岳
温
泉
周
辺
に
お
い

て
、
宿
泊
施
設
の
建
設
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
早
期
完
成

に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。　
　
　

宿
泊
施
設
の
誘
致
に
関
し
て

は
、
湧
水
町
企
業
立
地
促
進
条

例
等
に
お
い
て
、
固
定
資
産
税

の
減
免
措
置
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
宿
泊
施
設
を
誘
致

す
る
こ
と
で
、
観
光
振
興
や
地

域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
同
様
に
誘
致
活
動
を
継

続
的
に
行
い
、
支
援
制
度
に
つ

い
て
は
研
究
し
ま
す
。

移
住
定
住
と
言
え

ば
、
ど
う
し
て
も
若

者
を
連
想
し
が
ち
だ
が
、
町
内

出
身
者
の
帰
郷
を
促
し
、
人
口

減
少
の
対
策
と
し
て
考
え
て
は

如
何
か
。
ま
た
、
中
高
年
の
郷

土
愛
、
知
識
、
能
力
、
経
験
、

人
脈
等
々
を
生
か
し
て
、
帰
郷

す
る
方
が
増
え
れ
ば
、
空
き
家

対
策
に
な
る
の
で
、
中
高
年
の

移
住
定
住
を
よ
り
強
力
に
支
援

で
き
な
い
か
伺
う
。

こ
れ
ま
で
、
移
住

定
住
の
施
策
に
つ
い

て
は
、「
子
育
て
」・「
教
育
」・「
住

環
境
」
の
充
実
を
中
心
に
、
各

種
支
援
制
度
の
制
定
及
び
予
算

化
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
か

ら
は
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

も
設
置
し
、
移
住
希
望
者
に

関
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
徐
々
に
成
果
が
表
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
移

住
希
望
者
に
対
す
る
空
き
家
の

確
保
が
困
難
な
状
況
で
あ
り
、

全
て
の
移
住
希
望
者
へ
の
案
内

に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
空
き
家
所
有

者
に
対
し
「
活
用
に
関
す
る
意

井上　順二 議員
中高年層を移住定住の対象にできないか

希望者の相談状況を調整し、
判断していきたい

町
長

一 般 質 問

向
調
査
」を
実
施
し
、併
せ
て
、

町
が
所
有
す
る
遊
休
施
設
の
有

効
活
用
や
民
間
資
金
に
よ
る
住

宅
確
保
の
検
討
に
よ
る
住
環
境

の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。
町

内
出
身
者
の
移
住
定
住
対
策
に

対
し
ま
し
て
は
、
固
定
資
産
税

の
通
知
書
に
併
せ
て
空
き
家
活

用
の
案
内
や
各
地
域
の
本
町
出

身
者
で
構
成
さ
れ
る
各
湧
水
会

に
お
い
て
分
譲
地
の
紹
介
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
高

年
層
へ
の
特
定
し
た
支
援
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
移
住
希
望
者

の
相
談
状
況
や
支
援
制
度
の
活

用
状
況
、
意
向
内
容
等
を
調
査

し
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

交
流
人
口
の
実
情
と
将
来

に
つ
い
て

移
住
定
住
の
対
象
者
に

つ
い
て
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町
職
員
及
び
学
校

教
職
員
等
に
町
民
や

保
護
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
等
は

な
い
か
。ま
た
、あ
る
と
す
れ
ば

ク
レ
ー
ム
対
応
に
つ
い
て
、本

町
の
考
え
方
と
対
策
を
伺
う
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
上
で
、
町

職
員
に
対
し
、
町
民
の
方
々
か

ら
ご
意
見
や
問
い
合
わ
せ
、
時

に
は
厳
し
い
ご
指
摘
を
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
中
に
は
、
制
度
へ
の
疑
問
や

サ
ー
ビ
ス
改
善
へ
の
期
待
、
誤

解
に
基
づ
く
も
の
か
ら
、
電
話

や
窓
口
対
応
の
態
度
、
制
度
の

説
明
不
足
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム

ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で

は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
げ
る
機

会
と
捉
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
庁
舎

内
で
事
案
を
分
析
し
、
ご
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
ま
で
丁
寧
に

説
明
を
行
い
、
解
決
が
難
し
い

場
合
は
第
三
者
機
関
に
相
談
す

る
な
ど
し
て
、
解
決
に
向
け
て

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
に
お

い
て
、現
時
点
で
は
、

保
護
者
及
び
地
域
住
民
等
か
ら

の
ク
レ
ー
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、学
校
に
お
い
て
は
、お
褒

め
の
言
葉
や
教
員
の
指
導
の
在

り
方
、児
童
生
徒
間
の
人
間
関

係
等
に
つ
い
て
電
話
に
よ
る
連

絡
等
は
実
際
あ
り
ま
す
が
、理

不
尽
な
ク
レ
ー
ム
と
言
わ
れ
る

事
案
の
報
告
は
受
け
て
お
り
ま

せ
ん
。し
か
し
な
が
ら
、教
育
委

員
会
の
対
応
と
し
て
は
ク
レ
ー

ム
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、日

頃
か
ら
各
学
校
と
密
に
連
絡
を

取
り
合
い
、報
告
を
受
け
た
場

合
は
、教
育
長
の
指
示
の
下
で
、

学
校
教
育
管
理
監
及
び
指
導
主

事
等
に
よ
っ
て
迅
速
に
実
態
把

握
を
行
い
、適
宜
学
校
へ
の
指

導
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。場

合
に
よ
っ
て
は
、す
ぐ
に
学
校

へ
訪
問
を
行
う
な
ど
、万
全
の

体
制
を
と
っ
て
お
り
、今
後
も

更
な
る
体
制
の
確
立
に
努
め
ま

す
。

一 般 質 問

早
期
退
職
の
要
因

を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
伺
う
。

早
期
退
職
の
要
因

は
複
合
的
で
あ
り
、

個
々
の
職
員
の
状
況
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
主
な
要
因
と

し
て
は
、
転
職
、
体
調
不
良
に

よ
る
も
の
で
す
。

中原　和見 議員
町職員の活性化について

研修や施策を検討する

　

栗
野
地
域
分
で
５

万
２
2
7
8
立
米
、

吉
松
地
域
が
５
万
9
5
1
立
米

で
す
。

令
和
元
年
か
ら
令

和
６
年
ま
で
の
期
間

に
森
林
伐
採
届
が
提
出
さ
れ
た

件
数
と
面
積
を
地
域
ご
と
に
伺

う
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
植
林
が

確
認
さ
れ
て
い
る
筆
数
と
面
積

を
伺
う
。　

令
和
元
年
か
ら
令

和
６
年
ま
で
の
期
間

に
森
林
伐
採
届
が
提
出
さ
れ
た

件
数
は
、
9
6
6
件
で
、面
積

は
、
4
7
9
・
３
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
す
。地
域
別
で
は
、吉
松

地
域
が
73
件
、２
４・
５
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
、栗
野
地
域
は
8
9
3

件
、
4
5
4
・
７
９
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
う

ち
植
林
さ
れ
た
筆
数
と
面
積

は
、全
体
で
1
，
0
5
4
筆
、面

積
は
3
1
7
・
３
８
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
な
り
ま
す
。地
域
別
で
は
、

吉
松
地
域
が
22
筆
で
6
・
６
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
、栗
野
地
域
は
1
，

0
3
2
筆
で
3
1
0
・
７
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

若
手
職
員
か
ら
の

不
満
を
聞
き
改
善
策

を
探
る
よ
う
な
職
場
ご
と
の
研

修
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か

伺
う
。

こ
れ
ま
で
新
規
採

用
職
員
研
修
時
に
先

輩
職
員
か
ら
の
体
験
談
の
講
話

や
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
、
様
々
な
角

度
か
ら
研
修
や
施
策
を
検
討

し
、
早
期
退
職
の
抑
制
と
組
織

全
体
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

本
町
の
町
有
林
の

面
積
と
筆
数
を
地
域

ご
と
に
伺
う
。

　

町
で
管
理
し
て
い

る
山
林
の
面
積
は
、

6
0
7
・
８
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

6
6
9
筆
に
な
り
ま
す
。地
域

別
で
は
、吉
松
地
域
が
2
9
9
・

６
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
1
7
1

筆
、栗
野
地
域
は
3
0
8
・
２
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
4
9
8
筆
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
ご
と
の
材
積

は
い
く
ら
か
伺
う
。

町
長

問

問

問問問

問

町
長

町
長

教
育
長

町
長

町
長

町
長

町
長

本
町
の
職
員
及
び
学
校
教

職
員
等
へ
の
ク
レ
ー
ム
対

策
と
現
状
に
つ
い
て

町
有
林
及
び
民
有
林
の

状
況
に
つ
い
て

町
職
員
の
魅
力
あ
る
職
場

づ
く
り
に
つ
い
て
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総
務
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、10
月
27
日
（
月
）

宮
崎
県
綾
町
に
お
い
て
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
」

の
事
業
を
、
10
月
28
日
（
火
）
宮
崎
県
川
南
町
に

お
い
て
「
子
ど
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
こ
ど

み
ん
』」
に
関
す
る
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
調
査
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

１　

宮
崎
県
綾
町

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
決

ま
っ
た
時
刻
で
運
行
す
る
の
で
は
な
く
、
利
用
者

の
予
約
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、
需
要
に
合
わ
せ
て

運
行
す
る
公
共
交
通
の
こ
と
で
、
綾
町
で
は
、
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
に
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
活
用

し
て
、
複
数
の
利
用
者
を
効
率
的
に
運
送
す
る
交

通
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。特
徴
と
し
て
、

路
線
バ
ス
の
よ
う
に
、
複
数
の
利
用
者
の
「
相
乗

り
」
が
可
能
で
、
予
め
設
定
し
た
区
間
内
で
タ
ク

シ
ー
の
よ
う
に
利
用
者
の
目
的
に
応
じ
て
最
適
な

ル
ー
ト
で
運
行
、
設
定
し
た
乗
降
ポ
イ
ン
ト
の
み

で
乗
降
可
能
と
の
こ
と
で
す
。
導
入
の
き
っ
か
け

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
移
動
を
支
援

す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
約
20
年
前
か
ら
「
外
出

支
援
バ
ス
」
を
運
行
し
て
き
た
が
、
運
行
本
数
や

乗
降
ポ
イ
ン
ト
の
少
な
さ
、
電
話
の
み
の
予
約
方

法
で
利
便
性
に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
約

30
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
「
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

の
助
成
」
は
、
使
い
勝
手
は
良
い
も
の
の
、
当
初

の
目
的
で
あ
る
通
院
な
ど
と
は
異
な
る
使
わ
れ
方

や
タ
ク
シ
ー
の
台
数
が
少
な
く
、
呼
ん
で
も
す
ぐ

に
来
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
サ
ー
ビ
ス
を
抜
本
的
に
見
直
す
た
め
、
令
和
５

年
２
月
か
ら
検
討
を
開
始
し
、「
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
」
を
導
入
し
ま
し

た
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
事
業
の
内
容
・
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て

　

最
新
の
登
録
者
数
は
３
９
８
人
で
、
利
用
者
負

担
額
は
無
料
と
の
こ
と
で
す
。
事
業
の
効
果
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

予
約
管
理
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
、
運
行
車
両
の

汎
用
性
が
高
く
、
空
車
を
減
ら
し
て
待
ち
時
間
が

短
く
な
っ
た
こ
と
、
利
用
回
数
に
制
限
が
な
い
た

め
日
常
使
い
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
改
善
点
と
し
て
、
稼
働
率
が
低
い
こ

と
、
早
朝
や
土
日
祝
日
な
ど
に
運
行
し
て
い
な
い

こ
と
、
電
話
で
の
予
約
が
多
く
、
ア
プ
リ
の
利
用

者
が
少
な
い
こ
と
、
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
に
自
宅
ま

で
車
が
来
な
い
の
で
不
便
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
令
和
７
年
度
が
第

１
段
階
と
し
て
の
実
証
実
験
の
期
間
で
、
70
歳
以

上
の
対
象
、
対
象
エ
リ
ア
の
指
定
、
１
２
５
か
所

の
停
留
所
の
内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。
第
２
段
階

と
し
て
令
和
８
年
度
に
本
格
運
用
を
開
始
し
て
、

年
齢
の
引
き
下
げ
、
エ
リ
ア
の
拡
大
、
停
留
所
の

増
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
３
段
階
と
し
て

令
和
９
年
度
以
降
、
小
中
高
生
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を

拡
充
す
る
こ
と
、
町
外
医
療
機
関
や
介
護
施
設
な

ど
へ
の
送
迎
、
医
療
や
介
護
（
移
動
健
康
診
査
、

医
療
機
関
へ
の
移
送
）・
行
政
分
野
へ
サ
ー
ビ
ス

拡
充
（
移
動
行
政
窓
口
、
移
動
投
票
所
）
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
調
査
の
実
施
に
際
し
、
綾
町
で
は
、
現
代

の
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
や
車
両
リ
ー
ス
等
の
事
業
を
駆

使
し
、
町
民
の
住
み
や
す
さ
を
考
え
た
、
誰
も
が

簡
単
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
試
行
錯
誤
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
雇
用
に
も
良
い
影
響
を
創
出
し
て

い
ま
す
。
湧
水
町
も
交
通
手
段
が
少
な
く
、
通
院

や
買
い
物
を
不
便
に
感
じ
て
い
る
町
民
が
多
く
い

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
こ
の
よ
う

な
取
組
み
を
参
考
に
政
策
提
言
す
べ
き
事
業
で
あ

る
と
考
え
ま
し
た
。

２　

宮
崎
県
川
南
町

川
南
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

平
成
17
年
、
町
立
中
央
保
育
所
が
現
在
の
場
所

に
新
築
移
転
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
一
時
保
育
室

を
備
え
た
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ

れ
る
が
、
施
設
の
狭
さ
が
課
題
で
あ
り
、
子
育
て

の
相
談
が
で
き
る
場
所
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
雨
の
日
で
も
遊
べ
る
施
設
が
欲
し

い
と
の
要
望
が
あ
り
、
令
和
４
年
10
月
に
複
雑
な

福
祉
窓
口
を
１
か
所
に
集
約
し
た
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
１
階
フ
ロ

ア
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
ど
み
ん
」
と
病

児
・
病
後
児
保
育
施
設
「
ケ
ア
ル
ー
ム
こ
ど
み
ん
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
就
労
と
子
育
て
の
両
立
を
支

援
す
る
施
設
と
し
て
、
よ
り
一
層
子
育
て
に
優
し

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
ど
み
ん
」
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
や
育
児
に
つ
い
て
の
相
談
等
を
行

い
、
核
家
族
化
・
少
子
化
の
進
行
に
よ
る
子
育

て
中
の
家
族
の
社
会
的
孤
立
や
育
児
不
安
に
対
し

て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
の
応
援
を
す
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
主
旨
の
も
と
に

設
置
さ
れ
た
施
設
で
、
保
護
者
が
同
伴
す
る
小
学

校
６
年
生
ま
で
の
児
童
や
こ
れ
か
ら
出
産
を
控
え

た
夫
婦
な
ど
も
利
用
で
き
ま
す
。

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
「
ケ
ア
ル
ー
ム
こ
ど
み

ん
」
に
つ
い
て

　

児
童
が
病
気
や
怪
我
の
治
療
中
、
ま
た
は
回
復

期
に
あ
っ
て
、
集
団
生
活
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ

保
護
者
が
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
家
庭
で
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合
、
一
時
的
に
預
か
り
保
育

す
る
施
設
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
保
護
者

の
子
育
て
及
び
就
労
の
両
立
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

児
童
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
利
用
料
は
、
町
内
在
住
者
は
１
，
５
０
０

円
で
、
町
外
在
住
者
は
２
，
５
０
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
の
実
施
に
際
し
、
川
南
町
で
は
、
子

育
て
に
対
し
て
手
厚
い
施
設
・
支
援
が
な
さ
れ
、

若
い
世
代
へ
の
移
住
に
も
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
複
雑
な
福
祉
窓
口
を
１

か
所
に
集
約
し
た
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
す
る

こ
と
で
、
子
育
て
世
代
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て

の
町
民
に
利
用
さ
れ
や
す
い
施
設
だ
と
思
い
ま
し

た
。
今
後
、
湧
水
町
で
も
、
町
総
合
交
流
施
設
周

辺
に
お
い
て
、
室
内
遊
具
設
置
等
を
考
え
て
い
く

中
で
、
町
民
み
ん
な
が
利
用
で
き
る
施
設
の
参
考

に
す
べ
き
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
町
単
独
で
進
め
て
い
く
に
は
財
政
面

な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
当
局
に
お
か
れ
て

も
町
民
み
ん
な
が
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
、ま
た
、

移
住
者
が
増
え
て
い
く
町
づ
く
り
が
な
お
一
層
前

進
す
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
ま
す
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
係
る
委
員
長
報
告

総
務
民
生
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
係
る
委
員
長
報
告
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経
済
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、10
月
27
日（
月
）

熊
本
県
高
森
町
に
お
い
て「
観
光
振
興
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」と「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」の
２
件
に
つ
い
て
、10
月
28
日（
火
）

熊
本
県
あ
さ
ぎ
り
町
に
お
い
て「
薬
草
栽
培
及
び

そ
れ
に
対
す
る
行
政
支
援
の
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
」そ
れ
ぞ
れ
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

１　

熊
本
県
高
森
町

観
光
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

高
森
町
の
代
表
的
な
観
光
資
源
と
し
て
は
、
人

気
漫
画
の
舞
台
に
な
っ
た「
神
社
」や
、駅
前
の「
人

気
ア
ニ
メ
の
登
場
人
物
像
」、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
途

中
で
水
脈
に
ぶ
つ
か
り
工
事
を
断
念
、
そ
の
ま
ま

観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
っ
た
「
ト
ン
ネ
ル
公
園
」、
更

に
は
南
阿
蘇
鉄
道
の
「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
我
が
湧
水
町
の
観
光
資

源
と
は
だ
い
ぶ
異
な
る
性
質
の
観
光
資
源
で
あ
り

ま
す
。

　

来
園
者
約
90
万
人
の
う
ち
宿
泊
者
は
約
８
万
人

と
少
な
い
の
が
課
題
と
の
こ
と
で
、
町
内
に
温
泉

施
設
や
宿
泊
施
設
が
十
分
に
な
い
こ
と
及
び
、
隣

の
南
阿
蘇
村
に
温
泉
の
あ
る
良
質
の
宿
泊
施
設
が

あ
る
の
が
影
響
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
の

観
光
振
興
に
お
い
て
は
我
が
湧
水
町
同
様
、
特
に

宿
泊
施
設
の
充
実
が
課
題
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。

　

高
森
町
の
観
光
振
興
を
担
う
組
織
と
し
て
は
、

旧
来
の
観
光
協
会
を
発
展
的
に
解
消
し
て
設
立
し

た
「
社
団
法
人
高
森
町
観
光
推
進
機
構
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
機
構
は
、
代
表
理
事
１
名
と
事
務
局

員
１
名
（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
集
落
支
援
員
）、

そ
れ
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
５
名
（
全
員
が
会
計

年
度
任
用
職
員
）
と
ア
ル
バ
イ
ト
４
名
で
運
営
さ

れ
て
お
り
、
観
光
案
内
所
、
駅
前
交
流
施
設
（
カ

フ
ェ
）
の
運
営
や
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
高

森
町
が
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
採
用
し
、
社

団
法
人
の
観
光
推
進
機
構
を
支
援
し
て
い
る
構
図

は
、
我
が
湧
水
町
の
こ
れ
か
ら
に
参
考
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

高
森
町
に
お
け
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
担
当

課
等
及
び
実
施
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
並
び
に
員
数

等
の
状
況
は
、
政
策
推
進
課
が
「
高
森
町
観
光
推

進
機
構
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
」
に
５
名
の
他
、
４
プ
ロ

ジ
エ
ク
ト
に
５
名
の
計
10
名
、
高
森
自
主
Ｔ
Ｖ
放

送
事
務
局
が
「
自
主
放
送
Ｔ
Ｖ
を
活
用
し
た
地
域

お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
５
名
、
教
育
委
員
会

事
務
局
が
「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
「
ロ
ア
ッ
ソ
熊

本
」
と
連
携
し
た
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

他
に
２
名
、住
民
福
祉
課
が「
親
子
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
「
子
育
て
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
各

１
名
の
計
２
名
、
生
活
環
境
課
が
「
キ
ャ
ン
プ
村

管
理
・
運
営
及
び
景
観
維
持
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

１
名
と
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
広
く
各
課
等
で

活
用
し
て
お
り
、
こ
の
活
用
例
は
わ
が
湧
水
町
で

も
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
費
は
、
上
限
が

５
５
０
万
円
（
報
償
費
３
５
０
万
円
、
報
償
費
以

外
２
０
０
万
円
）
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

上
回
る
予
算
要
求
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
報

償
費
以
外
の
活
動
費
は
、
旅
費
、
消
耗
品
費
、
燃

料
費
、
印
刷
製
本
費
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用

料
、
家
賃
及
び
Ｐ
Ｃ
リ
ー
ス
代
等
に
充
当
さ
れ
て

お
り
、
活
動
費
の
使
用
に
つ
い
て
特
段
の
問
題
は

生
じ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
副
業
が
許
可
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
収
入
は
隊
員
個
人
の
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
担
当
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
に
専
従
す
れ
ば
良
く
、
役
場

に
出
勤
す
る
必
要
は
な
い
と
の
こ
と
で
、
役
場
で

出
退
勤
管
理
を
し
て
い
る
湧
水
町
と
は
大
き
く
異

な
り
、
大
い
に
注
目
す
べ
き
点
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
我
が
湧
水
町
に
お
い
て
も
参
考
に
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

２　

熊
本
県
あ
さ
ぎ
り
町

薬
草
栽
培
及
び
そ
れ
に
対
す
る
行
政
支
援
の
取
組

み
等
に
つ
い
て

　

今
か
ら
18
年
前
の
２
０
０
７
年
当
時
、
あ
さ
ぎ

り
町
で
は
「
メ
ロ
ン
」、「
葉
た
ば
こ
」、「
い
草
」

等
を
主
に
生
産
し
て
い
ま
し
た
が
産
地
化
が
図
ら

れ
て
お
ら
ず
、
高
齢
者
が
軽
作
業
で
栽
培
で
き
る

作
物
も
無
く
、
か
つ
獣
害
が
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
課
題
解
決
の
た
め
、
庁
内
に

企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
企
業
誘
致
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の
中
で
、
国

内
産
薬
草
原
料
の
入
手
拡
大
を
図
る
漢
方
薬
メ
ー

カ
ー
の
原
料
調
達
部
門
と
接
触
し
協
議
の
結
果
、

薬
草
の
試
験
栽
培
に
つ
い
て
合
意
し
て
い
ま
す
。

こ
の
試
験
栽
培
に
当
た
り
、
あ
さ
ぎ
り
町
は
新
規

の
取
組
者
5
名
を
募
集
す
る
と
と
も
に
、
栽
培
に

係
る
機
械
等
取
得
の
補
助
金
を
準
備
、
漢
方
薬

メ
ー
カ
ー
は
栽
培
す
る
薬
草
の
品
種
に
「
ミ
シ
マ

サ
イ
コ
」
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
先
進
地
研
修

と
栽
培
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

試
験
栽
培
で
は
、
薬
草
の
「
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
」

は
発
芽
が
遅
く
、
雑
草
が
先
に
繁
茂
す
る
も
の
の

除
草
剤
等
農
薬
の
使
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
、
栽

培
農
家
に
は
薬
草
専
用
の
農
機
具
が
無
く
漢
方
薬

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
貸
与
も
少
な
か
っ
た
こ
と
、
更

に
当
初
は
薬
草
の
「
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
」
の
生
育
形

態
や
収
穫
方
法
な
ど
に
つ
い
て
全
く
無
知
な
状
態

で
「
先
ず
や
っ
て
み
る
」
し
か
な
く
、
生
産
・
出

荷
で
き
た
の
は
栽
培
農
家
５
戸
中
１
戸
の
み
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
厳
し
い
課
題
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
以
後
、
マ
ル
チ
を
使
っ
た
栽
培
法
を

開
発
し
て
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
播
種
か
ら
収
穫

ま
で
に
必
要
な
６
回
か
ら
７
回
の
雑
草
抜
き
作
業

の
省
力
化
や
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、
既
存
農
器
具
の
薬
草
栽
培
用
へ
の

改
造
や
新
規
開
発
に
よ
り
薬
草
栽
培
の
機
械
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
１
市
４
町
５
村
の
生
産
者
で

「
あ
さ
ぎ
り
薬
草
合
同
会
社
」
を
立
ち
上
げ
、
以

後
各
市
町
村
単
位
の
部
会
内
で
の
生
産
者
相
互
支

援
と
、
10
市
町
村
の
広
域
連
携
に
よ
る
行
政
か
ら

の
強
力
な
支
援
、
更
に
は
漢
方
薬
メ
ー
カ
ー
の
支

援
等
が
相
ま
っ
て
こ
の
薬
草
栽
培
事
業
は
順
調

に
拡
大
、
令
和
６
年
度
に
は
、
栽
培
農
家
数
は

１
４
７
戸
、
作
付
面
積
は
「
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
」
90 

ha
を
含
む
97 

ha
、
年
間
生
産
額
は
５
億
円
を
超

す
ま
で
に
成
長
し
て
い
ま
す
。
反
収
に
つ
い
て
の

情
報
開
示
は
断
ら
れ
ま
し
た
が
、
栽
培
農
家
１
戸

当
た
り
の
年
収
は
約
３
２
９
万
円
と
の
説
明
で
あ

り
、
か
な
り
の
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

当
該

漢
方
薬
メ
ー
カ
ー
は
更
な
る
増
産
を
生
産
者
に
求

め
て
お
り
、「
あ
さ
ぎ
り
薬
草
合
同
会
社
」
で
は

作
付
面
積
１
０
０
ha
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

湧
水
町
は
基
盤
産
業
で
あ
る
農
業
の
維
持
発
展

の
た
め
、
令
和
９
年
度
に
農
業
支
援
組
織
を
新
た

に
設
立
す
る
考
え
を
表
明
し
て
お
り
、
こ
の
農
業

支
援
組
織
が
実
施
す
る
事
業
の
一
つ
に
薬
草
栽
培

の
モ
デ
ル
事
業
を
採
用
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

３
か
ら
４
名
を
専
任
の
作
業
員
と
し
て
配
置
す
る

こ
と
含
め
、
薬
草
栽
培
の
研
究
・
導
入
に
つ
い
て

検
討
す
る
価
値
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
済
文
教
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

経
済
文
教
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
係
る
委
員
長
報
告

に
係
る
委
員
長
報
告
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令
和

８
年

２
月

17日
発

行
発

行
責

任
者

　
湧

水
町

議
会

 議
長

　
久

留
須

　
修

編
　

　
集

　
議

会
広

報
編

集
特

別
委

員
会

〒
899－

6192
鹿

児
島

県
姶

良
郡

湧
水

町
中

津
川

603（
吉

松
庁

舎
内

）
TEL 0995-75-2111  FAX0995-75-2456

　

令
和
８
年
新
し
い

年
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
も
議
会
だ

よ
り
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
令
和
７
年
第

４
回
定
例
会
「
議
会
だ
よ
り
」
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。
昨
年
よ
り

新
し
い
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

会
に
て
編
集
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す

い
広
報
誌
作
成
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
ご
意
見
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
遠
慮
な
く
お
寄
せ
下
さ
い
。
ま

だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
体

調
に
は
十
分
に
気
を
付
け
、
本
年

も
町
民
の
皆
様
、
湧
水
町
に
実
り

の
あ
る
年
に
な
る
よ
う
議
員
一
同

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
鳥
羽　

一
輝
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委  

員  

長 　
井
上　

順
二

　

副
委
員
長 　
山
下　

航
弥

委
　
　
員 　
鳥
羽　

一
輝

同    　
中
原　

和
見

同    　
仮
屋　

良
二

同    　
森
山
マ
ス
ミ

編後
集記

議会議事堂へ傍聴にお越しください。

第１回定例会は３月第１回定例会は３月上旬上旬から開会予定から開会予定

議  会  の  動  き

「開かれた議会」づくりとして，議会中継を配信しています。
〇インターネットを通じて，
　　YouTube（ユーチューブ）でも視聴できます。
　【YouTube チャンネル　「湧水町議会」 URL】
　https://www.youtube.com/channel/UCN82z1DuKBMDmJ7Wi5604gg　

〇役場両庁舎１階ロビー設置のモニターでも視聴できます。

▼

こ
ち
ら
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

月 日 曜日 議　会　の　動　き

10

20 月 ・議会広報編集特別委員会
22 水 ・議員全員協議会

（霧島くりの工業団関係）
23 木 ・例月出納検査
24 金 ・議会運営委員会　・議員全員協議会

・例月出納検査

27 月
・総務民生常任委員会所管事務調査

（宮崎県綾町）
・経済文教常任委員会所管事務調査

（熊本県高森町）

28 火
・総務民生常任委員会所管事務調査

（宮崎県川南町）
・経済文教常任委員会所管事務調査

（熊本県あさぎり町）

29 水

・議会臨時会（本会議）
・議員全員協議会
・湧水町 JR 肥薩線早期復旧等調査特別委員会
・議会研修（議会タブレット操作説明会）
・議会広報編集特別委員会

30 木 ・補助金監査
31 金 ・補助金監査

11 4 火 ・湧水町 JR 肥薩線早期復旧等調査特別委員会
・議員研修（議会タブレット操作説明会）

月 日 曜日 議　会　の　動　き

11

5 水 ・補助金監査
6 木 ・議会広報研修会
11 火 ・全国牛削蹄競技大会視察（茨城県水戸市）
12 水 ・全国町村議会議長全国大会　（東京都）

19 水 ・議会運営委員会・議員全員協議会
・湧水町 JR 肥薩線早期復旧等調査特別委員会

20 木 ・例月出納検査
21 金 ・例月出納検査
26 水 ・議会運営委員会

27 木
・議員全員協議会
・湧水町 JR 肥薩線早期復旧等調査特別委員会
・議員研修（法令関係）

28 金
・議会定例会（本会議）
・湧水町 JR 肥薩線早期復旧等調査特別委　
  員会（現地視察）

12

1 月 ・各常任委員会
11 木 ・本会議（一般質問）
18 木 ・議会運営委員会・議員全員協議会
19 金 ・最終本会議
24 水 ・例月出納検査
25 木 ・例月出納検査
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